
第１２号議案 

ふじみ野市重度心身障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正する条 

例 

ふじみ野市重度心身障害者医療費の支給に関する条例（平成１７年ふじみ野市

条例第１０８号）の一部を次のように改正する。 

第２条第１項第３号中「有する者」を「有するもの」に改める。 

第３条第１項第１号カ中「いないか」を「いない場合」に、「有しないか、」

を「有しない場合」に、「有しないか又は」を「有しない場合又は」に改め、同

項第２号から第６号までの規定中「本市」を「市」に改め、同項第７号中「本市

」を「市」に、「いないか」を「いない場合」に、「有しないか、」を「有しな

い場合」に、「有しないか又は」を「有しない場合又は」に改め、同項第９号中

「定める」を「規定する」に改め、同項第１０号中「みなされていた」を「みな

された」に改める。 

第４条第１項中「（以下「保護者」という。）」を削り、同条第２項中「。以

下この項において「政令」という。」を削り、「は政令」を「は同令」に改める。 

第５条第１項中「又は保護者」を削り、「受給資格」を「受給に必要な事項」

に改め、同条第２項中「があった場合は、その内容を審査し、受給資格があると

認めたときは」を「により第３条の対象者として認定したときは、当該対象者を

」に、「登録し、受給資格がないと認めたときは当該申請者にその旨を通知する

」を「登録する」に改め、同項に後段として次のように加える。 

この場合において、受給資格登録者として登録しないときは、規則で定める

ところにより申請者に通知するものとする。 

第６条を次のように改める。 

（受給者証の交付） 

第６条 市長は、受給資格登録者として登録した者のうち、第４条第１項及び第

３項の規定により重度障害者医療費の支給を受ける者（以下「受給者」という。

）に対し、受給者証を交付しなければならない。この場合において、第４条第

２項の規定により重度障害者医療費の支給を行わないときは、規則で定めると

ころにより当該受給資格登録者に通知するものとする。 

 第７条を削る。 

 第８条第１項中「保護者の申請に基づき」を「受給者を現に監護する者の申請

により」に改め、同条第２項中「市長が特別の理由があると認めたときは、医療

機関等からの請求により」を「受給者が市長の指定する医療機関等で医療を受け

た場合には、重度障害者医療費を代わって」に、「支給することによって行う」

を「支払う」に改め、同条第３項中「重度障害者医療費の支給」を「支払」に、

「対して」を「対し重度障害者医療費の」に改め、同条を第７条とし、第９条を

第８条とする。 

 第１０条中「権利は、」の次に「他人に」を加え、同条を第９条とし、第１１



条を第１０条とする。 

 第１２条中「、重度障害者医療費」を「重度障害者医療費」に、「ときは」を

「とき、若しくは重度障害者医療費の変更その他の理由により過払いが生じたと

きは」に改め、同条を第１１条とし、第１３条を第１２条とする。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 

令和３年２月２２日提出 

 

ふじみ野市長 高 畑   博      

 

提案理由 

医療保険制度の適正かつ効率的な運営を図るための健康保険法等の一部を改

正する法律（令和元年法律第９号）の施行に伴い、条文を整備するため、ふじ

み野市重度心身障害者医療費の支給に関する条例の一部を改正したいので、地

方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項第１号の規定により、こ

の案を提出するものである。 


